
ご
み

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
定
期
変
更

（
見
直
し
）
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
変
更
で
、
現
在
３
つ
あ
る
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
（
旧
田
原
町
、
旧
赤
羽
根

町
、
旧
渥
美
町
）
は
『
田
原
市
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
』
１
つ
に
な
り
ま
す
。

農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
し
出
に
つ
い
て

　

定
期
変
更
（
整
備
計
画
の
見
直
し
）
期

間
中
は
、
随
時
変
更
（
個
別
的
な
農
振
除

外
）
お
よ
び
軽
微
変
更
（
個
別
的
な
用
途

変
更
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
し
出
は
、
通

常
、年
４
回
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

定
期
変
更
期
間
中
に
あ
た
る
平
成
19
年
２

月
28
日
（
水
）
に
つ
い
て
は
、
受
付
を
停

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
農
政
課
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最
近
、「
飼
い
猫
が
家
に
入
っ
た
り
、

排
せ
つ
を
し
た
り
し
て
困
る
」
と
い
っ
た

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
が
苦

手
な
方
も
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
他
人
に

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
、
責
任
を
持
っ

て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
ふ
ん
の
処
理
を
！

　

道
路
な
ど
に
犬
の
ふ
ん
が
散
乱
し
て

い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
犬
の
ふ
ん

の
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
適
切

な
処
理
（
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
自
宅
に
持
ち
帰

り
、
ふ
ん
は
ト
イ

レ
に
流
し
、
回
収

に
使
っ
た
袋
は
も

や
せ
る
ご
み
と
し

て
処
分
）
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
に
名
札
を
！

　

ペ
ッ
ト
が
保
護
さ
れ
て
も
、
連
絡
先
の

表
示
な
ど
が
な
い
た
め
、
飼
い
主
が
見
つ

か
ら
ず
最
終
的
に
処
分
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
万
一
に
備
え
、
必
ず
首
輪
に

名
札
な
ど
を
着
け
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
は
、
早
め
に

環
境
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
！

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
行
為
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
罰
金
（
50
万
円
以
下
）
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。
子
猫
や
子
犬
が
産
ま
れ

て
も
飼
え
な
い
方
は
、
飼
い
猫
や
飼
い
犬

の
避
妊
手
術
な
ど
を
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
環
境
衛
生
課
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
は
、
収
集
に
支
障
を
き
た
す
も
の

や
収
集
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご

み
を
出
す
と
き
に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

支
障
を
き
た
す
も
の

◎
ペ
ッ
ト
砂

排
泄
物
を
取
り
除
き
、
砂
だ
け
を
袋
に

入
れ
「
ペ
ッ
ト
砂
」
と
書
い
て
『
有
害

ご
み
』
の
か
ご
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
で
き
な
い
も
の

◎
焼
却
灰

ご
み
は
自
宅
で
焼
却
せ
ず
に
『
も
や
せ

る
ご
み
』
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
用
注
射
針
・
車
の
オ
イ
ル

購
入
先
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
清
掃
管
理
課
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ペ
ッ
ト
は
正
し
く

　

飼
い
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
注
意

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し

※田原市消防署では、新しくなった心肺蘇生法の講習を
随時、受け付けています。

▼消防署 523局4075　　23局2440

～より効果的で覚えやすくなりました～

新
1回の吹き込みに
1秒かけて2回

確認しない

30:2
（全年齢共通）

直ちに胸骨圧迫

旧
1回の吹き込みに
2秒かけて2回

10秒以内に確認

15:2（成人）
  5:1（小児・幼児）

循環のサイン確認

心肺蘇生法

人工呼吸（吹き込み）

循環サイン

胸骨圧迫と人工呼吸の
回数比

AEDショック後の対応

■主な変更点

■心肺蘇生法の流れ
①倒れている人を発見したら、まず・・・・・・・・・・状況の確認
②近くによって大きな声で呼びかける・・・・・・・反応の確認
③周囲の人に声をかける（救急車・AEDを手配）・・・助けを呼ぶ
④呼吸する際の空気の通り道を開放する・・・・・気道の確保
⑤呼吸がなければ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・人工呼吸
⑥心臓マッサージを行う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・胸骨圧迫
⑦ＡＥＤが使用可能であれば・・・・・・・・・・・・・・・ＡＥＤ使用
⑧ＡＥＤによるショック後、直ちに・・・・・・・・・・胸骨圧迫
⑨胸骨圧迫と人工呼吸のサイクルを繰り返す
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